年に 達する 頃に は、 ほ V 「その 人の 言葉」 なる ものが 

出来 上る ので あるが、 それから 後と 雖も、 社会に 出て、 

さまざまな 影響の もとに 言葉の 内容 • 色彩が 複雑に な 

り、 また それだけ 独特な 「味」 を もつ やうに なって 来 

る。 「話 をして みると、 その 人柄が 分る」 とい ふの はつ 

まりかう いふ わけ だからで ある。 

さて、 それなら、 どうい ふ 言葉 を 使 ふの が 宜しい か 

とい ふこと になる が、 それ は 今日 どうい ふ 人物が 理想 

的な 人物 かとい ふ 問題と 同様、 極めて 解答の しにくい 

問題で ある。 こ ゝで私 は、 「正しい 言葉」 と 「美しい 言 



思 ふやう に 変 へられる もので はなく、 多少の 工夫 や 準 

備 はでき るに しろ、 大概 は 表面 だけの 修飾に 終って、 

その 本質 は 言葉の 底に 覆 ふことの できない 相 として 

示されて ゐる。 人物の 面白さ、 その 個性の 閃きが、 第 

一 に 言葉の 魅力と なること はこれ で 分る と 思 ふ。 

趣味の 高さ、 情操の 豊か さ、 感覚の 鋭敏 さ、 信念の 

固さ、 かう いふ 人間的 風格 は 無論 言葉に 品位と 迫力と 

を 与へ る ものであるが、 また 一 方、 子供の 片言 や 俗語- 

方言な どの 中に 微妙な 愛すべき 表現 を 発見して、 これ 

あるかな と 思 ふ ことがある。 真実の 響きと いふの は、 

即ち かくの 如き もので、 言葉の 生命 は 決して 装飾に あ 



底本 ： 「岸 田國士 全集^」 岩波 書店 

1990 (平成 2) 年^ 月 8 日 発行 

底本の 親 本 ： 「現代 風俗」 弘文堂 書房 

1940 (昭和^) 年 7 月 お 日 発行 

初出 ： 「女子 新 国文 巻 十」 富山房 

1935 (昭和^) 年 発行 

※初出 時の 題 は 「言葉の 魅力」。 

入力 .. 

校正 ： 門 田裕志 

2 o o 9 年 9 月 5 日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 



この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



